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第7分科会
モチベーションクライシスと向き合う

2020年度 第26回FDフォーラム

2月27日14:00～報告

コーディネーター 京都ノールダム女子大学 現代人間学部 三好明夫

第7分科会報告者のご紹介
(2014年度第20回FDフォーラム第14分科会の継続として企画)

●第一報告者は、佛教大学の教授真砂照美先生で、「初年次からの
体験的学びと体験の言語化－学習意欲を引き出すために－」として
報告をいただく。

●第二報告者は、九州ルーテル学院大学教授永野典詞先生で、
「ソーシャルワーク理論と技術を用いた学生支援・教育指導の葛藤‐教
職員の共通理解の重要性と困難性—」として報告をいただく。

●第三報告者は学校法人平成医療学園常任理事(大学担当理事)で
あり宝塚医療大学教授小原教孝先生から現場教員の支援について
のみではなく大学運営サイドからの提起や課題についても報告をいた
だく。
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モチベーションクライシス＝大学生の学習に
対する意識の危機的な低下に向き合う

• 近年は入学後にすぐに登校しないケースや途中の学年で退学して
いく学生も少なくない。

• 学生たちの大学入学動機とともに大学で学ぶことの意欲低下につい
ての検証が必要である。

• 多くの大学ではこれら学生への抱える悩みや不安などに対応するた
めにさまざまな支援策が実施されていると思われるが、その策がど
こまで効果を発揮しているのか、あるいは課題を残しているのか。

• 効果につながっているとすれば具体的な取り組みの工夫について
共有することが必要であり、課題があるとすれば課題解決に必要な
方策はどのようなものが考えられるのかということを多くの大学が事
例を検討しながら確かめ合う必要がある。

考えられる支援策1

• 例えば、学生相談に対する取り組みと課題、修学支援としての取り組みと
課題、学習支援のための取り組みと課題、ピアサポートによる取り組みと
課題などが考えられるが、モチベーションクライシスに向き合い、学生たち
を支援していく場合には、学生の保護者や関係機関団体との連携も必要
であろう。

• 今回は、大学全体(教職員の連携)としての取り組みの必要、教員間での
連携と協働で行う連携支援の必要についても考えていく。

• 例えば、初年度教育の充実として担任制度やそれに基づく基礎ゼミナー
ルの編成、カリキュラム(学生たちの自主的な学修の学びも含めたもの)改
革や再編成、それによるカリキュラムマップの作成や共通教育科目の充
実も必要であろう。
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考えられる支援策2

• 大学教育においては、学生たちの目標とすべき人材像を明示し、学
位授与方針（ディプロマ･ポリシー）、教育課程の編成および実施の
方針（カリキュラムポリシー）を定めている。

• さらにこれらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のあ
る入学者を受け入れるために、全学および各学科において入学者
受け入れ方針（アドミッションポリシー）を設定している。

• 学修成果の評価に関する方針（アセスメント・ポリシー）も重要であろ
う。学生の学びの充実のために、大学間連携、地域連携・地域貢献、
産学協働などのプログラムも用意されているはずである。

モチベーションクライシス

• こうした対応だけでモチベーションクライシス、あえて表現すると「不
本意入学」となった学生を支援することが可能なのだろうか。

• またダイバーシティの推進において入学する様々な状況の学生を守
ることが可能なのだろうか。

• どのようにして「やる気」や「その気」「本気」また「元気」、
を回復させて、学ぶことに意欲を持ち、さらには退学傾向に向かわ
ないよう支援していくことができるのだろうか。
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中央教育審議会の平成29（2017）年３月に「我が国の高等
教育に関する将来構想について」

• 「高等教育機関がその多様なミッションに基づき、学修者が、何を学び、身に付
けることができるのかを明確にし、学修の成果を学修者が実感できる教育を
行っていること。このための多様で柔軟な教育研究体制が各高等教育機関に
準備され、このような教育が行われていることを確認できる質の保証の在り方
へ転換されていくこと」とされている。

• さらに、「多様な価値観が集まるキャンパス」となるためには、「多様な学生」を
受け入れることのできる体制を整備するとともに、学部・学科を越え、大学を越
えた人的資源の共有を通して、「多様な教員」による多様な教育研究を展開す
ることが必要である。

• こうした「多様な価値観が集まるキャンパス」において、個々人の特性を伸ばし、
文系・理系の区別にとらわれず、新たなリテラシーにも対応した「多様で柔軟な
教育プログラム」を提供することができるよう、迅速かつ柔軟なプログラム編成
を可能とすることも含め、既存の制度の見直しを行うことも必要である。これらに
加えて、「多様性を受け止める柔軟なガバナンス等」の在り方を検討していくこと
が必要である。

2014年度第14分科会モチベーションクライシスのある報告から

• 「発達障害学生に特化した学外クラブ活動＆インターンシップ
実践」・・・この報告に参加者の関心の高さがあった

現在・・・
学生の心身状態の多様化が拡大

精神障害、知的障害、発達障害、(LGBTQ)・・・

学生の不安増大

人間関係(対親、対友人、対教員、対部活サークル、対バイトなど、学業成績、資格取得、卒業後

の進路 ・・・など悩むこと,不安になることは少なくない

学生からのSOSの発信、教職員の受信のタイミング

もう少し早ければ、こういう結果にならなかった・・・

本学における学生支援の概要について簡単に紹介
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京都ノートルダム女子大学の支援体制

学部・学科
・担任制
・オフィスアワー

支援の必要
学生

キャンパスサポート

関連部署
・学生相談室
・保健室
・キャンパスミニストリー

学生相談室

修学支援 相談

連携

連携・情報共有

支援

相談

報告・要望 報告・提案

支援体系の項目、概要
1.学生サポート 新入生対象のフレッシュマンセミナー開催、先輩からのサポート

2.個別支援 担任制、1,2年の基礎ゼミから3,4年の専門ゼミ

3,教員による相談タイム 原則オフィスアワープラスで多くの教員が関与

4,特別な支援のサポート キャンパスサポートチーム、学生部、学生委員会

5,心身両面からのサポート 公認心理士3名+保健室看護師2名で●勉学、家族関係、友人

関係、恋愛関係、自身のパーソナリティー、アルバイト、部活サークル、将来への不安等、あらゆるジャンルに対応

●プライバシーへの十分な配慮

6,仲間づくりの支援 キャンパスミニストーリー、シスターズラウンジ、地域のボランティア活動

7,学生の主体的活動 課外活動、授業外活動、学生行事の充実、部活サークルへの誘い掛けと

フォロー

8,心に不安を抱える学生支援 学生相談室主催の研修会実施、年2回全教職員対象、・教職員の

心理的支援のさらなる質の向上、・学生相談室構成員間での情報共有および課題の整理、・学生相談室活動の

さらなる向上を目指す連携
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ご視聴いただいた皆様,ご登壇いただいた報告者の方々
FDフォーラム事務局の皆様に感謝いたします

amiyoshi@notredame.ac.jp

第26回FDフォーラム2021年2月27日コンソーシアム京都にて
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ソーシャルワーク理論と技術を⽤いた
学⽣⽀援・教育指導の葛藤

̶教職員の共通理解の重要性と困難性̶

九州ルーテル学院⼤学 永野典詞

報告の流れ
• 報告の概要
• 新型コロナウイルス感染症による対応など
• 私の学⽣への対応について（学⽣⽀援の⾏動指針・根拠）
• ⼤学等の取り組みについて
• 所属⼤学の学⽣⽀援の取り組みの例
• 学⽣⽀援のあり⽅と葛藤、共通理解の困難性
• まとめ
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報告の概要

⼤学教育において、学⽣⽀援・教育指導の実践

①ソーシャルワーク理論と技術を⽤い学⽣⽀援・教育指導とその

実践における葛藤

②教職員の共通理解の重要性

新型コロナウイルス感染症による対応
• 学⽣のモチベーションを維持することに留意してきた
モチベーションの維持には普段の教員と学⽣の関わりが重要
問題や課題がある場合は、初期対応としての対⾯による⾯接や具体的な⽀

援が必要

平常時以上に細やかな対応が必要
ここでも問題にぶつかる！！
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私の学⽣への対応について①（学⽣⽀援の
⾏動指針・根拠）
「バイスティックの７原則」（ケースワークの原則）

学⽣を1⼈の個別性のある⼈間と捉え、「学⽣の最善の利益」の
ための⽀援とはいかなるものかを考えてきた
学⽣、保護者、教職員の信頼関係を育むための適切な関わりと、
それに伴う良好な⼈間関係の構築に留意する

ここでも問題にぶつかる！！その理由

学⽣の選択・決定をどこまで尊重するか？

私の学⽣への対応について②（課題）

また、ここでも問題にぶつかる！！

1. ソーシャルワークの専⾨家だからできるのか、という問題

2. 教職員が共通の理念と⽅針を理解して協働して⽀援にあたることができ
るのか

3. 学⽣⽀援・教育指導のあり⽅に対する教職員の共通理解は深遠
教職員の学⽣⽀援・教育指導に対する思いはそれぞれに意味深いし、差異があるの

ではないかと思う
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私の学⽣への対応について③（課題）

また、ここでも問題にぶつかる！！

1. 学⽣の個別性の理解と対応
モチベーションが⾼い学⽣（⾼い⽬的意識など）、低い学⽣（不本意

⼊学など）では対応が違う

性格や性質といった部分でも対応に留意が必要

みんな⼀緒に頑張ろうはきついこともある

他⼤学等の取り組みについて（参考）
• 学⽣⽀援の取組全般については、『現状よりも強化・充実させたい』⼤学全体では9割以上、短期⼤

学・⾼等専⾨学校全体では8割以上

• 「⼤学全体では『学⽣⽣活における⽀障・困難の除去』（95.9％） （独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構
「⼤学等における学⽣⽀援の取組状況に関する調査（平成29年度）結果報告」）

• 2020年4⽉から10⽉の中途退学者の状況は「学⽣数に占める4⽉〜10⽉の中退者数の割合は、令和元年
度に⽐べて令和2年度の⽅がやや少ない。」⽂部科学省⾼等教育局総合教育政策局「新型型コロナウイ
ルス感染症に係る影響を受けた学⽣等に対する追加を含む経済的な⽀援及び学びの継続への取組に関
する留意点について（依頼）『新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学⽣への⽀援状況等に関す
る調査 (令和2年 10 ⽉末時点) 』」。

個別問題への取り組みは難しいと感じている
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所属⼤学の学⽣⽀援の取り組みの例
きめ細やかな学⽣⽀援（⼤学の理念）
• 保護者懇談会（2年⽣対象）

• 学⽣個別⾯談

• クラスアドバイザー制度

• 学⽣⽀援懇談会

• Moodleによる学⽣への連絡→課題は学⽣がメールを⾒ない

• LINEによる学⽣への連絡（⾮公式）→課題あり

学⽣⽀援のあり⽅と葛藤、共通理解の困難性
1−1ソーシャルワークの知識と技術の援⽤
• ケースワークの原則である「バイスティックの７原則」を

踏まえた学⽣⽀援の有効性

1. 「個別性の理解」その特性（性格、性質、物の捉え⽅な
ど）を活かした関わりを意識

2. 「受容（と共感）」常識と照らして疑問に思う場合も、
まずは受け⽌める

27



学⽣⽀援のあり⽅と葛藤、共通理解の困難性
1−2ソーシャルワークの知識と技術の援⽤
3. 「⾮審判的態度」裁かれたり⾮難されたりすると、⾃分

の保⾝（守るため）に嘘や虚栄を張ることがある
4. 「⾃⼰決定」最終的な選択と決定は学⽣が⾏う！難しさ
と失敗も体験している

• これらの知識と技術を⽤いた学⽣との関わりは良好な⼈間
関係を構築するためにも有益であると考えている

学⽣⽀援のあり⽅と葛藤、共通理解の困
難性 2−1職員の共通理解
• ソーシャルワークの理解と捉え⽅の問題

1. 「ダブルバインドの対応」教員間による関わり⽅、伝え⽅の違い（⽢い、厳し
い指導が必要など）→感情だけに依拠しない根拠に基づく対応

2. 「学⽣の捉え⽅の違い」学⽣をどのように捉えるか。例えば「いつも寝ている
ダメな学⽣」「寝ているけど毎回授業には参加している、学⽣なりに頑張って
いる」→肯定的理解が重要か！学⽣との関係づくりの意味づけとなる

3. 「学⽣⽀援と教育指導の考え⽅」 ⼤学の理念と⽅針などの共通理解→組織的
な対応の重要性
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まとめ
• 100％の答えが明確でないなかで、教職員の価値観や⼼情（感情：⾃分

への戒め）で対応することの危険性にも⽬を向ける必要がある

• 学⽣⽀援・教育指導では、教職員が感情的にならず、ある⼀定の知識
と技術を持って対応することが必要であると考える→その1つの⽅法論
としてソーシャルワークの知識と技術を提案したい

• 学⽣が夢と希望を持って⼊学（不本意⼊学の場合もあるが）し⾼いモ
チベーションを有しているなかで、モチベーションを削がない関わり
も重要

参考⽂献
• 独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構「⼤学等における学⽣⽀援の取組状況に関する調査（平成29年度）

結果報告」。
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2018/11/29/1_k
ekka.pdf

• 独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構「⼤学等における学⽣⽀援の取組状況に関する調査（平成29年度）
結果報告」。
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2018/11/29/1_k
ekka.pdf

• ⽂部科学省「学⽣の中途退学や休学等の状況について」（平成26年9⽉29⽇）
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/10/__icsFiles/afieldfile/2014/10/08/1352425_01.p
df

• ⽂部科学省⾼等教育局総合教育政策局「新型型コロナウイルス感染症に係る影響を受けた学⽣等に
対する追加を含む経済的な⽀援及び学びの継続への取組に関する留意点について（依頼）」。
https://www.mext.go.jp/content/20201218-mxt_kouhou01-000004520_01.pdf
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理学療法学科

柔道整復学科

鍼灸学科

宝塚医療⼤学 「建学の精神」

徳義の涵養と人間性尊厳の実践を
理念とし、医療人たる社会的責務
を自覚せしめ、国際社会に伍して
恥じぬ恒心をもつ、有徳の人材を
育成する。
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二極化

●私立大学界：生き残り（勝ち残り）をかけた選別の時代
生き残り（勝ち）組

●学校間は二極化：
廃校または弱小（負け）組

教員
●学校経営： 総力戦

事務職員
資源の有効活用

●経営革新の着眼点：
コスト効率

●旧態依然とした不活性な体質を変革できない学校：存亡の危機

学校組織の現状と問題点

●組織とは事業活動を具現する支持体である。

●学校組織の場合、次のような弊害が存在するため、
組織として機能するよう管理することは、実際には困
難な課題である。

《組織の弊害の三大要因》
●学校における組織の弊害の一つ目：

学校教育は需要と供給が同時的であり、
貯蔵が不可能である結果として携わる人間の属人的
特性や労働力に左右される。
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学校組織の現状と問題点

《組織の弊害の三大要因》

●二つ目：
労働生産性の評価等にも用いる学生数や事業収益は、
貨幣価値に関連付けるための擬制指標であり、
学校本来の事業指標での成果測定が困難なため投入
と創出の曖昧さがある。

学校組織の現状と問題点

《組織の弊害の三大要因》

●三つ目：
組織構造上、事務系にみられる組織的権限と教員系にみられる組織

的権限そして理事会にみられる理事組織の権限や理事長・副理事長事
の指示に代表される権限などが混在し、命令系統が交錯することがあ
るため、良好な組織運営が阻害されることがある。

このような面から、学校の組織、人事の運営は、近代的機能組織
の管理手法から最も隔離された分野の一つとも言えよう。

その結果、「役割意識・成果認識の浸透の欠如」
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学校組織の現状と問題点

《組織の弊害の三大要因》

以上のような面から、学校の組織、人事の運営は、近代的機能組織の
管理手法から最も隔離された分野の一つとも言えよう。

●その結果、
「役割意識・成果認識の浸透の欠如」

「やる気のある優秀な人材ヘの仕事量の負荷の偏り」

「日々の業務に埋没」
といった状況に陥っている。

学校組織の現状と問題点

《校内活性化の考え方》

●これらの組織・人事制度の革新には、
「成果責任の明確化」
「自己責任の原則の確立」に根差した自立的・自主的な行動
「成果や能力の適正評価」によりさまざまな報酬を実現する。

「組織・人事・処遇体系」のシステムを構築することが不可欠
となる。

● 公平な処遇と対等な人間関係が確立され、職員が仕事に満足
を感じることのできる条件が満たされてはじめて組織は活力を
漲らせる。

●概論的だが校内活性化を図るには、
「提供される労働力の質と量の管理」
「提供される労働力の価値の管理」
「労働力の提供者の管理」が基本となる。
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学校組織の現状と問題点

《校内活性化の考え方》
●各論的には、
「理念やビジヨンによる方針の明示」
「大局的で迅速な意思決定システム」
「フォ－マルなコミユ二ケ－シヨンを前提とした組織の統合化」「権限委譲など
適切な管理姿勢」
「成果責任を明確にした業績志向性」
「創造性を尊重する人間関係」
「研修・教育制度による人材育成」
「画一的年功主義でない公正な人事考課による処遇」
といったことが課題になる。
これらの課題を今まで避けてきた学校ほど、 変革のために支払うコストも大き

くなることだろう。
●意識改革どころか、 意識不明の組織では、 意識の覚醒から始めなければなら
ないことを肝に銘じて待ったなしに取り組まなければならない。

【学校の経営・運営革新】

《加速化する革新への対応》

１．環境変化と学校経営へのインパクト
ポイント：外部環境の構造的変化を鋭く見抜く。

２．経営革新の基本スキ－ムと展開着眼
ポイント：革新手法の原理原則を忠実に貫徹する。

３．総戦力に向けた経営組織と階層的役割
ポイント：上位層・中間層・下位層が責務を全うする。

４．機能的組織の確立と成果責任の明確化
ポイント：成果責任を認識した組織文化を醸成する。

５．経営革新活動の具体的プロセスと課題
ポイント：活動の手順化と問題の構造化を図る。
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『改善の進め方①』

改善を進めるための基本的な手順は、下図に示すように、七
つのステップを踏んで行う。

すなわち、
第1ステップ：問題点を把握する。

第2ステップ：改善目標を設定する。

第3ステップ：要因を解析する。

第4ステップ：改善策を検討する。

第5ステップ：改善計画を実施する。

第6ステッブ：改善成果を評価する。

改善成果が不満足のときは、第４さらには第３のステップに
さかのぼって再検討する。

所期の成果が確認できたら、第７ステップ：歯止めを行い、
管理の定着をはかる。(次へ続く)

『改善の進め方②』
《QCDPSM》

①教員・学生の質（Quality:クォリティ)が問題か？

②学納金の価格(Cost:コスト)が問題か？
③教育期間(Delivery:デリバリィ)が問題か？
④教育の生産性(Productivity:プロダクティビティ)が問題か？
⑤安 全(Safety:セイフティ)が問題か？
⑥志 気(Morale:モラ一ル)が問題か？
⑦教育材料(Materia1:マテリアル)に問題はないか？
⑧教育機器(Machine:マシン)に問題はないか？
⑨教員・事務職員(Man:マン)に問題はないか？
⑩方 法(Method:メソッド)に問題はないか？

《３ム》
①ムダ(無駄)はないか？
②ムラ(むら)はないか？
③ムリ(無理)はないか？
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優れた組織

『これからの対応ポイント』

《納得と感動を与えられる学校づくり》
①安全性をワンランクアップさせる。
②信頼性をワンランクアップさせる。
③快適さをワンランクアップさせる。
④優しさをワンランクアップさせる。
⑤清潔さをワンランクアップさせる。
⑥マナ－をワンランクアップさせる。
⑦ゆとりをワンランクアップさせる。
⑧利便性をワンランクアップさせる。
⑨イメ－ジをワンランクアップさせる。
⑩学習をワンランクアップさせる。

⑪愛校精神をワンランクアップさせる。
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